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令和８年度センター運営方針 （後期 ９月～３月） 

令和８年度後期  揖斐郡教育研修センター運営方針と願い 
1. 

に、「郡内の教職員が必要とする教育情報」を提供する。また揖斐郡小中学校校長会や各町の教
育委員会と連携を強化し、教育会事業の成果を高めながらスリム化を図る。 

郡教育研修総会・郡教育研究実践論文・郡教育研究員事業 
2. 一人一人の児童生徒の個性の伸長や自己肯定感がもつことをめざした児童・生徒文化事業を工夫

して行うともに、優れた取組や成果を郡内の各学校が共有できるようにする。 
    郡科学作品展・郡社会科課題追究作品展・郡図工美術展・郡ふれあい作品展 

3. ほほえみ教室を核にして、郡小中校長会や各校の教育相談カウンセラーと連携し、健康安全や教
育相談活動等の充実を図り、気軽に利用できる学校教育・社会教育の窓口となるよう努める。 
  ほほえみ教室と学校とのパイプの強化 ほほえみ教室での指導を契機として学校生活へ 

4. ＴＥＡＭＳによるオンライン会議やグーグルフォーム、郡センターＨＰを郡内の教育活動の充実
や郡内教職員の事務のスリム化につなげたり、令和７年度に各校に配付した「揖斐郡生成ＡＩ活
用ブック」に令和８年度の夏季研修中級編の内容加え、揖斐郡におけるＩＣＴ活用推進の中心的
な存在としての機能を高める 

   生成AI夏季研修＋揖斐郡生成AI活用ブック（２）、TEAMS会議の質の向上（ブレイクアウトル 
   ーム等）、センターHP・郡学保HPの充実、郡教育会掲示板の更なる活用

今までの成果の上に立った ICT 活用の５本柱による更なる教育の質向上と効率化 
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令和８年度揖斐郡科学作品展・社会科課題追究作品展 

3



 
 
 

 

今覀 康瑛  
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揖斐郡教育会適応指導教室    揖斐郡教育研修センター  

 

 

 
 
月、火、木、金曜日 （祝祭日を除く）  ９：００～１７：００  ほほえみ専用ダイアル ０９０－３２２０－１２６８ 

 
１０月以降の 心の相談会・教育相談研修会 

心の相談会 
①  １０月１４日（水） 14:00～16:30 郡センター相談室 
②  

１１月２５日（水） 14:00～17:30 
大野町民総合センター第一会議室 
（研修後、心の相談会） 

③  １月１３日（水） 14:00～16:30 郡センター相談室 
④  ２月１７日（水） 14:00～16:30 郡センター相談室 

教育相談研修会 
⑤  １１月２５日（水） 14:00～15:20 大野町民総合センター 第一会議室 
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  郡学校保健研修総会      郡学校保健会 会長挨拶     郡学校保健会功労賞表彰 
（今村 寧 様）        （髙橋 治樹 様） 

                        
 
 
 
 
 

 
 

郡学校環境衛生優秀校表彰     
（中小・西小・宮地小・揖斐川中）   

講演の感想・学んだこと 
 

 アレルギーも感染症も養護教諭 1 人だけではなく、学校組織として取り組
まないといけないので、毎年の職員研修等で最新の情報を担任の先生方に
も共有し、子どもの対応にあたりたいと思いました。また給食は、もちろ
ん、宿泊研修のメニューなども保護者を含めて、複数で確認する必要があ
ると思いました。 

 知識（保健情報）のバージョンアップができ、最近のアレルギー事情を詳しく知ることができま
した。学校に生かしていきたいと思いました。アレルギーの対応もどんどん新しくなっており、 
日々状況が変わる中で、正しい知識をもとに行動することが大切だと感じました。 

 本校にもエピペンを持っている生徒がいます。他にも、様々な体調の生徒がいるため、この講演
で学んだことや 4 月に行った訓練を、これからの学校生活で活かせるようにしたいです。また、
子供の命を救うには時間との勝負のため迅速かつ冷静に対応していきたいと思いました。 

 命をお預かりしていることを忘れずに、研修などをしっかり行っていきたいです。そのために今
回知った新しい対応を確実に学校に広めていくようにしたいです。 

 今年度、アレルギーのシミュレーションと実技の職員研修を行ないましたが、自分はもちろん職員
が常に危機意識をもって過ごすように伝えていきたいと思いました。 

川本先生の講演 
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